
災害関連緊急砂防事業

・宮古市内の茂市、江繋、片巣地区の土石流危険渓流において、平成28年台風10号で土石流が発生し、人家等へ被害が発生しました。

・当該事業は、人家への被害が大きかった箇所や今後の降雨等で土砂流出の恐れがあり、緊急に対策が必要な箇所を対象に、再度の土砂災害を

防ぐ目的で早急に施設整備を行うものです。

・宮古土木センターでは現在、以下の5渓流において砂防堰堤を建設中です。

●小土ノ沢 堤長：33.0m 堤高：9.5m

●泉沢（３） 堤長：22.5m 堤高：6.0m 

●泉沢（４） 堤長：25.5m 堤高：8.5m

●片巣の沢 堤長：46.5m 堤高：13.5m

●日向の沢 堤長：31.0m 堤高：8.5m

計画概要

工事工程表（予定）

H29 H30 H31

小土ノ沢

泉沢（３）

泉沢（４）

片巣の沢

日向の沢

工事箇所 砂防堰堤完成イメージ



被災状況・工事状況写真

小土ノ沢 泉沢(3) 泉沢(4) 片巣の沢 日向の沢

H30.11月撮影 H30.12月撮影 H30.12月撮影 H30.11月撮影 H30.12月撮影

H28.9月撮影H28.9月撮影 H28.9月撮影 H28.9月撮影 H28.9月撮影
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図面（構造一般図）
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